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２
０
０
６
年
１
月
11
日
（
水
）、
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
韓
国
の
学
校
法
人
建
陽
学
院
と
の

姉
妹
校
提
携
の
協
定
調
印
が
執
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。来

学
さ
れ
た
の
は
、
学
校
法
人
建
陽
学
院
の
金
栄

伊
（
キ
ム
・
ヨ
ン
イ
）
理
事
長
、
建
陽
大
学
金
　
洙
（
キ

ム
・
ヒ
ス
）
総
長
、
金
英
順
（
キ
ム
・
ヨ
ン
シ
ュ
ン
）
国
際

交
流
部
長
の
お
三
方
で
し
た
。

当
日
は
、
午
前
中
に
城
西
国
際

大
学
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
々

な
施
設
を
見
学
さ
れ
た
あ
と
、

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

１
９
９
１
年
に
設
立
さ
れ
た

建
陽
大
学
は
、
韓
国
中
部
の
論

山
市
に
位
置
し
て
お
り
、
学
生

は
約
８
０
０
０
名
が
在
籍
し
て

い
ま
す
。
人
文
科
学
・
社
会
科

学
・
自
然
科
学
系
の
計
40
学
科

と
大
学
院
・
大
学
病
院
を
設
置

し
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ

て
い
る
総
合
大
学
で
す
。

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
城
西
大
学
お
よ
び
城

西
国
際
大
学
で
実
施
し
て
い
る
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｐ
留
学
を
は

じ
め
と
し
た
様
々
な
交
流
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
き
ま

す
。
交
流
の
先
鋒
と
し
て
、
２
０
０
６
年
４
月
か
ら

建
陽
大
学
の
交
換
留
学
生
３
名
が
城
西
国
際
大
学
に

派
遣
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
更
な
る
交
流
に
大
き
な

期
待
が
持
た
れ
ま
す
。

韓
国
・
学
校
法
人
建
陽
学
院
と
姉
妹
校
協
定
締
結

日
時：

２
０
０
６
年
１
月
11
日
（
水
）

場
所：

学
校
法
人
城
西
大
学
　
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

建陽大学校からの交換留学生
日時：2006年4月11日（火）
場所：城西国際大学

去る4月11日（火）、韓国の建陽大学校より3名の交
換留学生が来学しました。同大学校との姉妹校提携を1
月11日に締結してから、わずか3ヵ月という短い準備
期間での来学となったわけですが、空港に着いた3名は
大変落ち着いた様子でした。それもそのはず、3名とも
過去に2～3回来日しており、日本の空気には慣れ親し
んでいるとのことでした。
城西国際大学で過ごす、これからの１年間の留学生活
に対する豊富として、最年長者のジャン・セヒさんは
「国際感覚を身につけて、将来は自分の事業を立ち上げ
ることが目標」であると言い、ジャン・ヒョンジュン君
は「帰国後に後輩たちの良い先輩となるべく努力したい」
と語り、そして最年少のチャ・ヒョンジュさんは「経営
情報学を勉強し、世界を広く見られるようわき目も振ら
ず留学生活をしたい」とそれぞれが目標を持っています。
そして3名とも口をそろえて「日本人と一緒に仲良く勉
強したい」と希望しています。この確固たる目標を持っ
た3名の交換留学生の存在が、本学の学生たちに必ずや
良い刺激になる事でしょう。

TopicsTopics

写真左よりチャさん、ジャンさん、ジャン君



２
０
０
６
年
４
月
25
日
（
火
）、
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
韓
国
外
国
語
大
学
総
長
朴
哲
先

生
、
対
外
協
力
処
長
権
錫
均
先
生
、
韓
国
語
研
修
評

価
院
院
長
許
龍
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
学
術
交
流
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

１
９
５
４
年
に
設
立
さ
れ
た
韓
国
外
国
語
大
学

は
、
ソ
ウ
ル
市
内
の
東
側
に
位
置
し
、
世
界
の
主
要

言
語
39
ヶ
国
語
の
外
国
語
教
育
と
と
も
に
経
済
、
経

営
、
法
学
、
理
工
の
各
分
野
を
有
す
る
総
合
大
学
で

す
。
ま
た
、
付
属
機
関
で
あ
る
韓
国
語
研
修
評
価
院

（
韓
国
語
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
外
国
人
に

対
し
て
韓
国
語
教
育
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
お

り
、
国
際
社
会
へ
の
韓
国
文
化
の
発
信
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

学
校
法
人
城
西
大
学
・
韓
国
外
国
語
大
学
と
学
術
交
流
協
定
締
結

日
時：

２
０
０
６
年
４
月
25
日
（
火
）

場
所：

学
校
法
人
城
西
大
学
　
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

2006年9月より梨花女子大学へ
交換留学生を派遣

城西国際大学大学院人文科学研究科比較
文化専攻（博士後期過程）の石島亜由美さ
んが2006年9月に梨花女子大学へ交換留
学する予定となっています。
同大学とは今年1月に姉妹校提携を締結

したばかりで、石島さんが第1号の交換留
学生となります。石島さんの交換留学を皮切りに、両大学間で
の活発な学術交流がおこなわれていく事でしょう。

梨花女子大学創立120周年記念行事
日時：2006年5月30日（火）
場所：梨花女子大学

5月30日（火）、韓国梨花女子大学の創立120周年記念行
事のため、城西国際大学副学長中島信一郎先生が学校法人城西
大学水田宗子理事長代理として参加されました。中島副学長は、
梨花女子大学シン・インリョウ総長に学校法人城西大学水田宗
子理事長の親書とお土産をお渡しし、お祝いの言葉を交わしま
した。
その後、同校の国際教育院

イ・セギョン院長と面談を行
い、今年9月から1年間交換
留学生として派遣されること
になった石島亜由美さんの研
究計画書をお渡しして、ご指
導をお願いしました。

TopicsTopics

石島亜由美さん

中島副学長（右）とシン総長（左）

平
成
18
年
１
月
17
日
、
本
学
の
水
田
宗
子
理
事
長

が
、
韓
国
の
梨
花
女
子
大
学
（E

w
h
a
W
om
an
s

U
n
iv
ersity

）
を
訪
問
し
、
学
校
法
人
城
西
大
学
と

梨
花
女
子
大
学
の
間
で
の
学
術
交
流
協
定
を
締
結
い

た
し
ま
し
た
。

梨
花
女
子
大
学
は
、
１
８
８
６
年
に
ア
メ
リ
カ
女

性
宣
教
師
に
よ
る
私
塾
を
そ
の
前
身
と
し
て
、
１
９

２
５
年
に
梨
花
専
門
大
学
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

韓
国
に
お
け
る
同
大
の
知
名
度
や
評
価
は
非
常
に
高

く
、世
界
的
に
も
見
て
も
最
大
規
模
の
女
子
大
学
で
、

数
多
く
の
優
秀
な
女
性
学
研
究
者
を
輩
出
し
て
き
ま

し
た
。

水
田
理
事
長
は
、D

r.
In-R
yung

Shin

総
長
や
、

日
韓
女
性
学
会
議
に
参
加
い
た
だ
い
たD

r.
P
ilw
h
a

C
h
an
g

大
学
院
院
長
ら
と
面
会
を
し
て
、
今
後
に
期

待
さ
れ
る
様
々
な
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
城
西
大
学
お
よ
び
城
西
国
際
大
学
と
梨

花
女
子
大
学
と
の
間
で
、
交
換
留
学
や
共
同
研
究
な

ど
の
様
々
な
学
術
交
流
を
、
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て

い
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

韓
国
・
梨
花
女
子
大
学
と
姉
妹
校
協
定
締
結

日
時：

平
成
18
年
１
月
17
日
（
火
）

場
所：

韓
国
・
ソ
ウ
ル
　
梨
花
女
子
大
学
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２
０
０
６
年
５

月
11
日
（
木
）
、

学
校
法
人
城
西
大

学
は
、
英
国
の
国

立
・B

ath
S
p
a

U
n
iv
ersity

と
の

間
で
学
術
交
流
協

定
を
締
結
い
た
し

ま
し
た
。

同
大
学
は
英
国

の
南
西
部
、
バ
ー

ス
市
の
郊
外
に
あ

り
１
８
９
８
年
に

創
設
の
芸
術
専
門

学
校
が
起
源
。
現

在
は
先
進
的
な
専
門
コ
ー
ス
を
多
く
有
す
る
総
合
大

学
と
し
て
、
そ
の
教
育
力
や
実
学
性
で
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

同
大
学
は
ツ
ア
ー
リ
ズ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

を
有
し
て
お
り
、
地
元
バ
ー
ス
（
世
界
遺
産
都
市
）

は
じ
め
欧
州
各
地
の
観
光
局
や
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と

の
提
携
関
係
を
持
ち
、
地
勢
・
環
境
学
を
ベ
ー
ス
に

観
光
分
野
に
強
い
大
学
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
語
学
教
育
で
も
長
い
経
験
を
有
し
て
い
ま

す
。
本
学
に
と
っ
て
、
欧
州
で
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
自
治

大
学
に
続
い
て
２
番
目
の
学
術
交
流
提
携
校
と
な
り

ま
す
。

さ
ら
に
５
月
17
日
（
水
）
に
は
、
同
大
学
の
国
際

活
動
副
代
表
のM

s.
R
osalin

d
D
av
ies

が
来
日
さ

れ
、
城
西
国
際
大
学
の
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び
観

光
学
部
（
安
房
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
来
学
さ
れ
ま
し
た
。

観
光
学
部
で
は
、
学
生
た
ち
がD

av
ies

さ
ん
と
お

調
印
式
で
は
、
学
校
法
人
城
西
大
学
水
田
宗
子
理

事
長
か
ら
、
総
長
就
任
間
も
な
い
時
期
に
韓
国
よ
り

お
越
し
い
た
だ
い
た
お
礼
と
、
韓
国
分
野
に
力
を
い

れ
て
い
る
城
西
大
学
お
よ
び
城
西
国
際
大
学
の
説
明

が
な
さ
れ
、
今
後
こ
の
学
術
交
流
が
さ
れ
に
実
り
が

あ
る
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
に
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
日
、
朴
総
長
は
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
前
に
、
千
葉
県
東
金
に
あ
る
城
西

国
際
大
学
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
朴
総
長
は
、
城
西

国
際
大
学
が
世
界
各
国
で
自
分
が
訪
れ
た
多
数
の
大

学
の
中
で
も
際
立
っ
て
す
ば
ら
し
い
印
象
に
残
る
大

学
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
こ
な
ら
自
分
の
大
学
か
ら
多

く
の
学
生
を
送
り
だ
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
、
と
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
翌
26
日
（
水
）
に
は
、
埼
玉
県
坂
戸
に
あ

る
城
西
大
学
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
法
人
城
西

大
学
の
起
源
を
知
っ
て
い
た
だ
く
事
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
後
、
城
西
大
学
の
近
く
に
あ
り
、
朝

鮮
半
島
と
ゆ
か
り
の
あ
る
高
麗
神
社
を
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。
神
主
か
ら
、
高
句
麗
よ
り
移
住
し
て
以
来
１

３
０
０
年
、
60
代
以
上
続
く
神
社
の
説
明
を
受
け
た

朴
総
長
か
ら
同
大
学
留
学
生
の
見
学
コ
ー
ス
に
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

朴
総
長
に
は
、
城
西
大
学
と
城
西
国
際
大
学
両
方

の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
本
学
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

今
回
の
学
術
交
流
協
定
を
機
に
、
韓
国
外
国
語
大
学

と
の
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
る
事
が
目
に
浮
か
び
ま

す
。

会
い
す
る
時
間
を
設
け
て
、
直
接
言
葉
を
交
わ
す
姿

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
が
５
月
18

日
（
木
）
の
読
売
新
聞
と
東
京
新
聞
に
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
後
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学
さ

れ
たD

av
ies

さ
ん
は
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
は
じ

め
、
城
西
大
学
お
よ
び
城
西
国
際
大
学
の
教
員
と
、

英
国
・B
ath
Spa

U
niversity

と
の
学
術
協
定
締
結

日
時：

２
０
０
６
年
５
月
11
日
（
木
）、
５
月
17
日
（
水
）

場
所：

学
校
法
人
城
西
大
学
　
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

高麗神社にて



午
後
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
移
動
し
て
、
本
学
の
水
田
宗
子
理
事

長
と
面
会
し
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
発

展
に
よ
る
そ
の
影
響
か
ら
女
性
学
、
観

光
事
業
ま
で
、
具
体
的
な
内
容
を
含
め

幅
広
く
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
と
同
大
学
が
多
く
の
共
通
点
を
持

っ
て
い
る
こ
と
に
共
感
し
、
ま
た
将
来

に
向
け
た
共
同
教
育
研
究
や
国
際
交
流

の
可
能
性
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
ま
し

た
。両

大
学
の
交
流
の
第
一
歩
と
し
て
、

今
年
９
月
か
ら
１
年
間
、
国
際
伝
播
学

院
よ
り
18
名
の
学
生
が
来
日
し
、
メ
デ

ィ
ア
学
部
と
留
学
生
別
科
で
受
講
す
る
こ
と
で
合
意

し
ま
し
た
。
本
学
と
中
国
伝
媒
大
学
と
の
新
た
な
国

際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
協
定
に
よ
り
、
両
大
学
の
メ

デ
ィ
ア
分
野
で
の
更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
２
０
０
８
年
に
開
催
さ
れ
る
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、
中
国
伝
媒
大
学
は
、
こ
の
放
送

に
携
わ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
本
学
と
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

本
学
に
と
っ
て
中
国
で
の
新
た
な
国
際
教
育
の
場
が

広
が
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

７
月
１
日
（
土
）
〜
２
日
（
日
）、
城
西
国
際
大

学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
ア
メ
リ
カ
日

本
文
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
15
回
目
と
な
る
記

念
す
べ
き
大
会
が
、
は
じ
め
て
ア
メ
リ
カ
を
出
て
日

本
で
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
城
西
国
際
大
学
が

会
場
校
と
し
て
引
き
受

け
、
大
会
議
長
を
理
事
長

水
田
宗
子
、
大
会
運
営
委

員
長
を
人
文
学
部
長
三
木

紀
人
が
務
め
ま
し
た
。

本
学
人
文
学
部
で
は
、

文
学
と
と
も
に
、
映
像
、

ア
ニ
メ
、
絵
画
な
ど
の
視
覚
文
化
を
通
し
て
の
、
文

化
表
象
の
研
究
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
メ
デ
ィ

ア
学
部
も
併
設
す
る
総
合
大
学
と
し
て
の
利
点
を
最

大
限
に
生
か
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
今
年
度
は
、

観
光
学
部
が
開
設
さ
れ
た
記
念
の
年
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
本
大
会
の
テ
ー
マ
を
「
表
象
文
化
と
旅
」
と

い
た
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｊ
Ｌ
Ｓ
学
会
会
員
に
加
え
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
機
関
に
論
文
発
表
を
募
り
ま
し
た
と
こ

ろ
、
世
界
十
数
カ
国
１
０
０
人
を
超
え
る
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
選
ば
れ
た
59
名

の
発
表
者
に
よ
る
熱
の
こ
も
っ
た
研
究
発
表
が
、
４

ア
メ
リ
カ
日
本
文
学
会
（
Ａ
Ｊ
Ｌ
Ｓ
）
第
15
回
学
会
開
催

日
時：

２
０
０
６
年
７
月
１
日
（
土
）
〜
２
０
０
６
年
７
月
２
日
（
日
）

場
所：

城
西
国
際
大
学
　
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

２
０
０
６
年
６
月
６
日
（
火
）、
中
国
伝
媒
大
学

よ
り
袁

副
学
長
、
黄
侃
学
務
課
長
、
徐
琴
媛
国

際
伝
播
学
院
副
院
長
、
張

智
　
国
際
伝
播
学
院

亜

州
語
教
研
室
主
任
の
４
名
が
、
城
西
国
際
大
学
に
来

学
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
伝
媒
大
学
は
、
中
国
メ
デ
ィ
ア
界
に
多
数
の

人
材
を
輩
出
し
て
い
る
実
績
を
持
つ
名
門
大
学
で
あ

り
、
特
に
、
中
国
の
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
局
で
活
躍
し

て
い
る
優
秀
な
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
等
を
育
成
す
る
高
等

教
育
機
関
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

午
前
中
は
、
城
西
国

際
大
学
の
石
田
益
実
副

学
長
や
倉
林
眞
砂
斗
教

務
部
長
な
ど
と
学
生
の

受
け
入
れ
事
情
に
つ
い

て
情
報
交
換
を
行
い
、

ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
学
部

中
国
伝
媒
大
学
と
日
本
語
教
育
・
メ
デ
ィ
ア
教
育
で
連
携

日
時：

２
０
０
６
年
６
月
６
日
（
火
）

場
所：

城
西
国
際
大
学
　
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
　
　
　

と
留
学
生
別
科
と
も
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

打
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
日
本
語
教
育
及

び
メ
デ
ィ
ア
教
育
を
中
心
と
し
た
学
術
交
流
に
つ
い

て
の
「
覚
書
」
を
交
わ
し
ま
し
た
。

会
談
後
、
同
大
学
一
行
は
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見

学
さ
れ
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
生
中
継
ニ
ュ
ー

ス
を
放
送
す
る
授

業
等
を
興
味
深
く

参
観
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
見
学

の
途
中
に
メ
デ
ィ

ア
学
部
の
学
生
が

学
生
記
者
と
し

て
、
同
大
学
の
袁

副
学
長
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
こ
な

う
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。

締
結
し
た
学
術
交
流
協
定
に
つ
い
て
、
英
語
で
活
発

で
幅
広
い
意
見
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
同
大

学
と
は
、
城
西

大
学
お
よ
び
城

西
国
際
大
学
と

の
間
で
、
交
換

留
学
や
学
術
共

同
研
究
な
ど
の

様
々
な
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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つ
の
会
場
を
使
っ
て
な
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
発
表
の

機
会
を
い
た
だ
い
た
本
学
大
学
院
の
院
生
た
ち
３
名

に
と
り
ま
し
て
も
得
が
た
い
体
験
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

基
調
講
演
に
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
よ
り
日
本

美
術
史
が
御
専
門
の
清
水
義
明
教
授
を
お
招
き
し
、

「A
Jou
rn
ey
's
tale

an
d
a
T
ale's

jou
rn
ey

:S
tu
d
y
in
g
Jap
an
ese

n
arrativ

e
h
an
d
scrolls

ab
road

」
を
テ
ー
マ
に
、
御
自
分
の
人
生
を
旅
と

し
て
振
り
返
り
つ
つ
、
絵
巻
物
研
究
に
つ
い
て
の
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
メ
デ
ィ
ア
学

部
客
員
教
授
で
も
あ
り
ま
す
小
松
左
京
氏
に
も
登
壇

い
た
だ
き
、
会
場

に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど

多
く
の
聴
衆
を
前

に
、
博
覧
強
記
の

小
松
氏
に
ふ
さ
わ

し
い
「
人
間
に
と

っ
て
旅
と
は
何

か
」
を
テ
ー
マ
に

時
空
を
超
越
し
て

旅
の
ト
ー
ク
を
展

開
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。そ
し
て
、

本
学
人
文
学
部
ヘ

ル
ベ
ル
ト
・
プ
ル
チ
ョ
ウ
教
授
は
「Som

e
charac-

teristics
of
p
re-m

od
ern

Jap
an
ese
trav
el
lit-

eratu
re

」
を
テ
ー
マ
に
、
主
に
江
戸
時
代
の
紀
行

文
に
つ
い
て
講
演
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
御
講

演
に
は
、
集
ま
っ
た
聴
衆
か
ら
も
、
非
常
に
楽
し
く

有
意
義
で
あ
り
ま
し
た
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。発

表
者
以
外
の
各
国
か
ら
の
学
会
参
加
者
も
１
２

０
人
を
超
え
る
国
際
学
会
と
な
り
、
１
日
目
終
了
後

の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
数
多
く
の
参
加
者
が

集
い
、
な
ご
や
か
に
交
流
を
深
め
、
実
り
多
い
２
日

間
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
が
開
催
校
と
な
り

ま
す
。

劉宇潔さんが本学にてインターンシップを実施
研修期間：2006年5月10日（水）～5月19日（金） 研修場所：東京紀尾井町キャンパス

甘泉外国語中学の劉校長のご息女で、立命館アジア太平洋大学に在籍中の劉宇潔さんが、2006
年5月10日（水）より本学の紀尾井町キャンパスにて約2週間のインターンシップを行いました。
初日に、城西大学と城西国際大学の歴史や学部構成などを含めたガイダンス、翌日からは、

教学事務室、情報センター、入試センター、図書館管理事務室で数日ごとに研修をしました。
2週間のインターンシップを終えた劉さんは、本学で学んだ事から大学運営、特に留学生管

理に関するいくつかのアイデアを報告書の中で提示するまでに至りました。
研修を終えた劉さんから、次のようなメッセージをいただきました。「今回のインターンシップに招いてくださった城西国

際大学学長、水田宗子先生に心から感謝を申し上げます。このインターンシップは、私の人生の中でかけがえのない経験にな
りました。2週間、私をサポートと激励してくださったすべての人たちに感謝します。」（I would like to express my deep-
est gratitude to the president of Josai International University, Professor Noriko Mizuta, for her invitation of
this internship. It has been an invaluable experience in my life. I am grateful to all the people that give me
support and encouragement during the last two weeks. I will cherish the moments we shares together）

TopicsTopics

２
０
０
６
年
２
月
２
日
（
木
）、
上
海
市
甘
泉
外

国
語
中
学
の
劉
国
華
校
長
と
張
　
外
国
学
生
部
主
任

が
、東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
来
訪
し
ま
し
た
。

上
海
市
甘
泉
外
国
語
中
学
は
、
中
学
部
１
２
０
０

名
、
高
等
部
１
４
０
０
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
そ
の

中
で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
生
徒
が
約
１
０
０
０

名
、
英
語
と
日
本
語
の
２
ヶ
国
語
を
勉
強
し
て
い
る

生
徒
が
約
３
０
０
名
と
、
日
本
語
教
育
に
重
点
を
置

い
た
学
校
で
す
。
ま
た
、
国
際
交
流
に
も
積
極
的
に

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

中
国
・
上
海
市
甘
泉
外
国
語
中
学
　
来
学

日
時：

２
０
０
６
年
２
月
２
日
（
木
）

場
所：

城
西
国
際
大
学
　
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

小松左京先生トーク

プリンストン大学 清水義明教授

ヘルベルト・プルチョウ教授

分科会の様子
（インディアナ大学 スミエ・ジョーンズ教授）



２
０
０
６
年
３
月
と
４
月
、
２
０
０
５
年
度
に
城

西
国
際
大
学
か
ら
派
遣
さ
れ
た
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｐ
の
学
生
達

が
、
６
ヶ
月
か
ら
１
年
間
の
留
学
期
間
を
終
了
し
、

無
事
帰
国
し
ま
し
た
。

２
０
０
５
年
度
に
は
17
名
〈
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
リ
バ
ー
サ
イ
ド
校
（
ア
メ
リ
カ
）
９
名
、
セ
ン

ト
・
メ
ア
リ
ー
ズ
大
学
（
カ
ナ
ダ
）
７
名
、
カ
モ
ー

ソ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
（
カ
ナ
ダ
）
１
名
〉
が
派
遣
さ
れ
、

そ
の
う
ち
３
月
と
４
月
に
11
名
が
帰
国
し
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
出
発
時
の
不
安
と
期
待
の
入
り
混

じ
っ
た
複
雑
な
表
情
と
は
全
く
違
っ
た
、
自
信
に
満

ち
た
顔
で
空
港
に
現
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
留
学
先
で
の
様
々
な
思
い
出
話
し
を

聞
か
せ
て
く
れ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
留
学
先
で

で
き
た
各
国
の
友
人
達
と
の
交
流
が
ど
ん
な
に
楽
し

か
っ
た
か
、
留
学
に
よ
っ
て
ど
ん
な
に
自
分
に
自
信

が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
語
り
、
そ
し
て
、
必

ず
言
う
セ
リ
フ
が
「
帰
国
し
た
く
な
か
っ
た
、
も
っ

と
留
学
し
て
い
た
か
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

２
０
０
６
年
度
前
期
の
派
遣
者
は
14
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
出
発
す
る
学
生
達
も
帰
国
し
た

時
に
は
き
っ
と
同
じ
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
一
回
り
大
き
く
成
長
し
、
国
際
的
な
感
覚

を
身
に
付
け
て
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
の
が
、
今
か
ら

楽
し
み
で
す
。

城
西
国
際
大
学
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｐ
学
生
帰
国
報
告

場
所：

城
西
国
際
大
学

２
０
０
５
年
９
月
８
日
（
木
）、
韓
国
の
東
西
大

学
校
よ
り
交
換
留
学
生
２
名
が
城
西
大
学
に
来
学
し

ま
し
た
。
東
西
大
学
校
日
本
語
学
科
の
朴
景
敏
（
パ

ク
・
ギ
ョ
ン
ミ
ン
）
さ
ん
と
徐
志
善
（
ソ
ン
・
ジ
ソ

ン
）
さ
ん
で
す
。

朴
さ
ん
は
、
高
校
の
授
業
で
日
本
語
を
履
修
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
東
西
大
学
の
日
本
語

学
科
で
日
本
語
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

一
方
の
徐
さ
ん
は
、
中
学
・
高
校
の
頃
に
好
き
だ
っ

た
日
本
の
マ
ン
ガ
、
ド
ラ
マ
、
音
楽
が
き
っ
か
け
で

日
本
語
の
勉
強
を
始
め
て
、
さ
ら
に
日
本
語
の
勉
強

を
す
る
た
め
に
東
西
大
学
の
日
本
語
学
科
に
入
学
し

た
そ
う
で
す
。

本
学
で
は
、
２
人
と
も
経
済
学
部
の
所
属
と
な
り

ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
経
済
や
経
営
に
つ
い
て
学
ぶ

の
は
初
め
て
で
、
最
初
は
戸
惑
い
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
授
業
に
慣
れ
て
行
く
に
し
た
が
い
経
済
や
経

営
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

３
月
３
日
に
は
、城
西
大
学
の
教
職
員
食
堂
に
て
、

経
済
学
部
主
催
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
経
済
学
部
の
教
職

員
だ
け
で
な
く
経
済
学
部
の
学
生
も
参
加
し
て
く

れ
、
和
や
か
な
素
晴
ら
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー
に
な
り
ま

し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
の
席
で
は
、
彼
女
た
ち
の
授
業
を
担

当
し
た
先
生
方
か
ら
「
非
常
に
優
秀
で
驚
い
た
。
こ

こ
ま
で
日
本
語
が
堪
能
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。」

と
賞
賛
と
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

学
生
と
彼
女
た
ち
が
、
楽
し
そ
う
に
会
話
を
す
る
姿

も
見
受
け
ら
れ
、
彼
女
た
ち
の
留
学
生
活
が
実
り
あ

る
も
の
で
あ
っ
た
と
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

最
後
に
２
人
の
夢
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
朴
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
、
日
本
語
に
こ
だ
わ
ら

な
い
様
々
な
分
野
で
仕
事
を
す
る
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
一
方
の
徐
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
、
外
国
語
関
係

の
仕
事
で
国
際
的
に
活
躍
し
て
、
さ
ら
に
自
分
の
お

店
を
開
く
こ
と
を
開
く
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
彼
女
た

ち
の
夢
の
実
現
に
、
本
学
で
の
経
験
が
き
っ
と
役
立

つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

東
西
大
学
交
換
留
学
生
　
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時：

２
０
０
６
年
３
月
３
日
　
12
時
50
分
〜
13
時
30
分

場
所：

城
西
大
学
　
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
　
教
職
員
食
堂

パクさん（左）とソさん（右）

カナダ・カモーソンカレッジにて
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国
際
交
流
研
修
は
、
日
本
の
国
連
機
関
、
と
り
わ

け
国
連
の
国
際
交
流
活
動
を
直
接
見
学
し
て
、
そ
こ

で
働
く
研
究
者
や
職
員
の
活
動
を
実
体
験
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
国
際
連
合
大
学
を
訪
れ
、
国
際
連
合
か

ら
の
要
請
が
あ
っ
た
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
デ

ー
タ
の
研
究
や
、
世
界
中
か
ら
の
専
門
家
の
思
考
な

ど
、
ま
た
世
界
規
模
で
環
境
保
護
の
問
題
を
考
え
て

い
る
現
場
を
体
験
し
、
地
球
環
境
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
の
で
き
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
３
月
５
日
（
日
）
か
ら
13
日
（
月
）

ま
で
の
９
日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
に

お
い
て
福
祉
文
化
環
境
研
修
が
お
こ
な
わ
れ
、
連
日

30
度
を
越
え
る
暑
さ
の
中
、
精
力
的
に
施
設
見
学
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

B
ear
C
ottage

（
子
供
の
た
め
の
ホ
ス
ピ
ス
）
と

い
う
、
死
期
を
ま
じ
か
に
ひ
か
え
た
子
供
が
利
用
者

で
あ
る
施
設
で
は
、
相
手
が
子
供
で
も
「
死
」
を
隠

す
こ
と
な
く
、共
に
考
え
る
試
み
を
し
て
い
ま
し
た
。

当
事
者
で
あ
る
子
供
の
「
死
」
を
隠
す
よ
り
も
、
死

に
行
く
体
験
を
子
供
と
家
族
、
職
員
が
分
か
ち
合
う

こ
と
が
、
子
供
に
と
っ
て
の
深
い
関
わ
り
だ
と
の
考

え
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

T
he
Spastic

C
entre

（
障
害
者
の
た
め
の
自
立

生
活
施
設
）
で
は
、
利
用
者
で
あ
る
障
害
者
の
個
室

が
、
絵
画
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
個
人
の
好
み
で
色
鮮
や

か
に
飾
ら
れ
て
お
り
、〝
施
設
〞
と
は
全
く
感
じ
さ
せ

な
い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
尊
重
が
垣
間
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
施
設
運
営
者
の
説
明
に
は
、
障
害
を
も
つ

利
用
者
の
方
が
音
声
機
（
ボ
タ
ン
を
押
し
て
言
葉
を

話
す
機
械
）
を
使
っ
て
自
分
た
ち
の
意
見
を
伝
え
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
施
設
利
用

者
の
位
置
付
け
が
、
治
療
対
象
と
し
て
の
患
者

（p
atien

t

）
か
ら
、
異
な
る
個
性
を
も
っ
た
利
用
者

（clien
t

）
と
し
て
解
釈
し
直
さ
れ
た
経
緯
が
背
景
に

あ
り
ま
す
。
理
念
や
解
釈
の
違
い
が
福
祉
の
取
り
組

み
方
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
を
実
感
し
、
〝
福
祉

文
化
〞
研
修
に
ふ
さ
わ
し
い
実
り
あ
る
旅
と
な
り
ま

し
た
。

５
月
22
日
か
ら
６
月
16
日
ま
で
の
約
１
ヶ
月
間
、

米
国
ア
ト
ラ
ン
タ
市
に
あ
る
ス
ペ
ル
マ
ン
大
学
と
モ

ア
ハ
ウ
ス
大
学
の
８
名
の
留
学
生
が
、
城
西
国
際
大

学
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
で
日
本
語
と
日
本
文
化
に
つ
い

て
学
ぶ
夏
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

来
日
し
た
時
に
は
英
語
で
し
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
な
か
っ
た
留
学
生
た
ち
が
、
帰
国
す
る
頃

に
は
日
本
語
で
意
思
疎
通
で
き
る
ま
で
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
彼
ら
の
熱
心
さ
と
好
奇
心
に
は
非
常
に
感

動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

留
学
生
た
ち
は
、
日
本
語
の
学
習
だ
け
で
な
く
、

カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
･
パ
ー
ト
ナ
ー
や
日
本
語
メ
ン

タ
ー
た
ち
と
日
本
語
で
会
話
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ

り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
た
ち

国
際
交
流
研
修

日
時：
２
０
０
６
年
３
月
10
日（
金
）、

14
日（
火
）、
16
日（
木
）、
17
日（
金
）

場
所：

国
際
連
合
大
学

米
国
ス
ペ
ル
マ
ン
大
学
･
モ
ア
ハ
ウ
ス
大
学
の
夏
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

日
時：

２
０
０
６
年
５
月
22
日
（
月
）
〜
６
月
16
日
（
金
）

場
所：

城
西
国
際
大
学
　
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

福
祉
文
化
環
境
研
修

日
時：

２
０
０
６
年
３
月
５
日
（
日
）
〜
３
月
13
日
（
月
）

場
所：

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー



と
団
欒
の
と
き
を
過
ご
し

た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、

日
本
語
を
練
習
す
る
機
会

を
た
く
さ
ん
持
ち
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
文
化
の

授
業
で
は
、日
本
の
経
済
、

教
育
制
度
、
女
性
問
題
、

文
学
、
文
化
等
、
多
く
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
課
外
活
動
の
時
間
に

は
、
着
物
の
着
付
け
、
茶

道
、
高
校
訪
問
、
そ
ば
打

ち
見
学
等
、
日
本
文
化
を

体
験
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
留
学
生

た
ち
は
言
葉
だ
け
で
な
く

多
く
の
文
化
体
験
を
通
じ

て
日
本
文
化
を
学
び
帰
国

し
ま
し
た
。

　　　　　　　　　国際学術文化振興センター 

〒102-0094  東京都千代田区紀尾井町3-26 

TEL 03（6238）1300　FAX 03（6238）1299

〒102-0094  東京都千代田区紀尾井町3-26　TEL.03（6238）1300 

学校法人 城西大学 http://www.josai.jp/ 
城西大学 http://www.josai.ac.jp/　城西国際大学 http://www.jiu.ac.jp/
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アクセス インフォメーション 
●地下鉄有楽町線　麹町駅 1番出口より徒歩3分 
●地下鉄南北線　永田町駅 9番出口より徒歩5分 
●地下鉄丸の内線・銀座線　赤坂見附駅 弁慶口より徒歩8分 
●JR中央線・総武線　四谷駅より徒歩10分 
 

JR中央線・ 
総武線 

迎賓館 

新宿通り 

外
堀
通
り 

内
堀
通
り 

文藝春秋社 

青
山
通
り
 

ルポール麹町ルポール麹町  
（麹町会館）（麹町会館）  

都道府県
会館

都道府県
会館  

赤坂赤坂ププリリンンスス  
ホホテテルル  
  

ルポール麹町 
（麹町会館） 

国立国会図書館 
都道府県

会館 

国会議事堂 

国立劇場 

最高裁判所 

皇　居 

ホテル 
ニューオータニ 

赤坂プリンス 
ホテル 
 

四
谷
駅 

永田町駅
 

四
谷
駅 

麹
町
駅 

赤
坂
見
附
駅 

半
蔵
門
駅 

東京紀尾井町キャンパス 

地下鉄有楽町線 
地下鉄半蔵門線 

地下鉄銀座線 
地下鉄丸ノ内線 

地下鉄南北線 
JR線 

●周辺図

日本の学生たちとの交流

茶道を体験！


